
職業訓練教材コンクールのご案内
第26回　令和４年度

　公共職業訓練又は認定職業訓練等において、訓練を担当する職業訓練指導員等が開発した教材のうち、その使用
により訓練の実施効果が上がり、創意工夫にあふれ、広く関係者に普及するに足る優れたものを選定し、その成果
をたたえ、周知することによって職業訓練指導員の技術水準の向上を図り、もって職業訓練の推進とその向上に資
するために以下のとおり作品を募集します。

【応募資格】
　人材開発に携わっている者や過去に人材開発に携わった者などとします。また、複数の者による共同制作・開発や、
職業訓練法人などによる事業所単位での応募も可能とします。

【応募対象】
　①教科書、プリント、②ＤＶＤなど、映像、文字、音声を用いた教材、③シミュレーター、模型、プログラムモジュー
ルなど
　以上の分類による「職業訓練の実施に効果的な教材全般」であって、実際に、訓練で使用したものや使用予定の
もの、使用する目的で制作・開発された「オリジナル教材 (単体又は数点を組み合わせた教材 )」。�

【応募上の注意】
　市販された教材や他の研究会・コンクール等ですでに発表されたものは応募できません。
　また、小包郵便物として扱われる範囲（長さ・幅・厚さの合計が1.7 ｍ以内で重量 30㎏まで）を超えるもの及び
プログラム等動作環境が限定されるものについては、事前に応募先まで問い合わせてください。
　なお、応募にあたりましては、基盤整備センターのホームページに掲載している「令和４年度職業訓練教材コンクー
ル実施要領」をご確認ください。
　（https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/22kyouzai）

【応募方法】
　作品には「教材応募作品説明書」（様式は上記ＵＲＬからダウンロードしてください。）を必ず添付して、職業能
力開発総合大学校基盤整備センター企画調整部職業訓練教材整備室（〒 187-0035 東京都小平市小川西町 2-32-1　
TEL042-348-5076）あて応募してください。
　また、電子メールで応募される場合には 10MB以内で<�concours@jeed.go.jp�> にご応募ください。
※��本コンクールに応募された方の個人情報は、厳正に取り扱い、当コンクール以外では使用いたしません。ただし、
応募された教材については、主催団体で編集を行っている雑誌や電子媒体等に掲載される場合があります。

【応募期間】
　令和４年　７月 29 日（金）　※当日消印有効 

【表　　彰】
　入賞した作品は次の各賞として表彰を行います。
　・厚生労働大臣賞（特選・入選）
　・特別賞（（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞、中央職業能力開発協会会長賞）
　※�入賞された方は、主催団体が編纂する出版物や電子媒体等にご寄稿をお願いいたします。
　※��過去の受賞作については、基盤整備センターのホームページに掲載されている「職業訓練教材コンクール」よ

りご確認できます。
　（https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/statistics/concours/teaching_material）

【応募先及びお問い合わせ先】
　（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
　　職業能力開発総合大学校　基盤整備センター　企画調整部　職業訓練教材整備室
　　住所：〒 187-0035　東京都小平市小川西町 2-32-1
　　TEL：042-348-5076　　　　https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/

人材開発に携わる皆様からの多数のご応募をお待ちしております
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※赤字は教材の分野、黒字は教材名を表しています。

https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp※まずは検索※まずは検索 基盤整備センター

電気・電子・情報関係

産業機械・メカトロ関係

障害者関係

機械加工・製図関係

建築・木工・デザイン関係

その他

★�地絡回路の再現と実践的絶縁抵抗測定支援
ツール�(チラクールとメガープラグ)

★信号品質（SI）�―反射と終端技術―
★マニュアルソルダリング実技テキスト
　�(挿入実装編、表面実装編)
★「トランジスタ回路設計技術」
　訓練生／講師用テキスト
★�業務用エアコンの据付と省エネ対策実習装置
とテキスト

★�タッチパネルの実践的実習教材
★�メカトロニクス実習教材（PIC系、H8系）　
★�生産システムの理解と自動化機器製作の手引き
★�メカトロニクス負荷装置（空気圧制御機器）一式

★物流・組立訓練システム
★WEBを活用した訓練生主導の簿記テキスト
★郵便物の部ごとの発送準備
　（宛名貼り、三つ折り、封入)
★認知障害のある方のためのOA実務課題
　～出退勤データ入力課題～
★「就労支援用」ICTステップアップテキスト
★交通費支払伝票入力

★NC工作機械習得用教材
★加工体感教育におけるテキストと手順書
　�～新入社員教育における「ボール盤作業手順書」～
★技能検定機械組立仕上げ作業１級
　実技課題のカンとコツ
★自主保全活動の取り組み
★実習教材設計マニュアル
　～初学者による金型製作～

★積雪寒冷地における瓦屋根施工マニュアル
★躯体図の書き方　テキスト
★設備施工系・配管基本実技作業シート
★�木造住宅耐震診断「一般診断法」の事例による
解説教材（例課題）
★木材加工『卓上小物入れ製作マニュアル』

★ユニバーサルファッション
　�―配慮の必要な高齢者・身体に障害を持った方
の婦人服のパターン（製図）の作り方―�の教材

★印章教科書
★�訪問理容師・美容師のための危険予知訓練
マニュアル

★基本介護技術習得確認チェックシート
★調理技能のエッセンス



ICカードケース 竹とんぼ ドア掛けフック

スライド式ケースタッパー
パスケース

ティッシュケース フリスビー
ゴム鉄砲

お皿立て 食券入れ+200円 スライム型製氷機

令和２年度職業訓練教材コンクール令和２年度職業訓練教材コンクール
厚生労働大臣賞（特選）受賞者の声厚生労働大臣賞（特選）受賞者の声

https://www.tetras.uitec.jeed.go.jpつづきはこちらつづきはこちら 基盤整備センター

Q：�今回の受賞教材作品は、どのようにして発案、誕生に至っ
たのでしょうか？その経緯について教えてください。

A：�令和 2年度の現在、教育訓練機関は、喫緊の課題とし
て新型コロナウイルス禍の対応を求められています。
この問題は射出成形金型設計においても顕在してお
り、対応として本教材は、遠隔教育訓練やオンデマン
ドでの学習を可能にするべく作り出しました。�

Q：�射出成形金型設計とは、世の中でどのような製品、仕
事に結びついているのでしょうか？

A：�身近な日用品で、様々な形状のプラスチック製品を見
かけますね。その中でもスマートホンやカメラの外装・
機能部品、自動車のバンパーやヘッドライトなどは、
プラスチック射出成形という技術で作られています。
この技術を利用する際に、プラスチックを流し込むた
めの金属製の型枠が射出成形金型という訳です。射出
成形金型設計は、様々な製品形状に合わせた金型をど
ういった手順で作ると…（つづきはHPで！）

Q：�今後の展開についてお聞かせください。
A：�本教材は、デジタルデータとして提供できることから、
修正・見直しが簡単にできます。受講生に金型設計を
させる場合は、本デジタルデータを提供して内容を描
き替えさせ、自らの報告書として完成させます。そし
て、就職活動で…（つづきはHPで！）

出典：星野実、渡辺幸治、津嶋一之、齊藤総一、瀬川祐介、
（2020 年）、「遠隔訓練も可能となる射出成形金型設計教材」、
（第 25 回令和 2 年度職業訓練教材コンクール入賞教材作
品 ）、<https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/20kyouzai/
sakuhin/>

受賞作品 遠隔訓練も可能となる射出成形金型設計教材

受賞者 星野　　実（学校法人　大阪電気通信大学）
渡辺　幸治（大阪府立北大阪高等職業技術専門校）
津嶋　一之（北陸職業能力開発大学校）
齊藤　総一（関東職業能力開発促進センター）
瀬川　祐介（北海道職業能力開発促進センター）



令和４年度職業訓練教材コンクール
応募教材作品説明書兼投稿者連絡票

氏　　名 （フリガナ） 現在の所属（施設名、企業名等）※

主 作 成 者
（主作成者は担当訓練科まで記載してください。）

共 同 作 成 者

投 稿 者
住 所
電 話 番 号

（�現在も職業能力開発に携わっている方は「所属先の情報」、過去に職業能力開発に携わっていた方の
場合は「自宅等の情報」を記入してください。）
〒

（TEL　　　　　　　　　　　　　　　）

E - m a i l
（コンクールの教材作品内容及び作成者の情報が記載・送信されても問題無いアドレスをご記入ください。）

教材名

作 品 の 概 要

以下の①～③いずれか１つのみを選択してください。また、注意事項欄も参照してください。
①教科書　・　②映像、文字、音声を複合的に用いた教材　・　③その他（操作型実習装置等）

教材を使用す
る訓練科名お
よび教科名等

★教材を使用する職業訓練の種類・訓練対象者・訓練課程・訓練系訓練科（又は訓練コース）について、
教科名、教科の時間数、うち教材の使用を想定している時間数を明確にしてください。記載漏れがあっ
た場合、審査対象外となります。
例）普通職業訓練、離職者訓練受講者対象、短期課程６か月、○○系○○訓練科、○○工作実習、18時間、
うち本教材の使用時間６時間

訓 練 に お け
る 使 用 効 果

★応募教材作品の訓練における使用効果又は期待する効果を記載してください。

作品の概要、
創意工夫の範
囲、参考文献

★�どのような特徴を持った教材作品であるか概要を記載してください。また、審査では教材の全容を閲覧・
動作確認できないことに備えて、教材開発の背景、教材の独自性をここにアピールしてください。

●主作成者が投稿者自身として、記載してください。
　（現在、職業能力開発に携わっていない場合は職業能力開発に携わった最終所属先と所属時期も記入してください。）

●主作成者が投稿者自身として、記載してください。

●注意事項
　１�記入欄が不足する場合は、用紙を追加してください。電子データの場合は入力セルを広げて構いません。
　２��「作品の概要」の欄には、応募する教材の種類、大きさ（版型（A4版）、寸法等）、分量（ページ数、CD-ROMに関し

ては容量を含む。）、プログラム類は動作環境（OS、メモリ、容量等）等の形態も記載してください。
　３��シミュレーター、模型、プログラム等の教材については、本説明書のほか、使用方法を記載した取扱説明書も必ず添付

してください。
　４�著作権・肖像権等については既に了解が取れている（もしくは抵触していない。）ことを確認してください。
　５��受賞決定後に論文の内容が職業能力開発の周知広報等に使用されることは、主執筆者を含めた共著者全員及び各所属先

が了承していることを確認してください。
※投稿に当たっては「令和４年度職業訓練教材コンクール実施要領」を必ず読んでください。

電子メール送付先：concours@jeed.go.jp


